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Q&A
オレンジカフェ花花の特徴はどんなところだと思いますか?

開催時間の短縮や飲食の提供中止などを行っているカフェが多い中で、お昼ご飯を提供しながら運営を続けられている

ところです。感染症対策もしっかり行っています。当日の健康チェックや消毒はもちろん、夫婦で横並びに座ってもらい、

席の仕切りも設置しています。認知症ご本人の方も、声掛けをすればマスクの着用等、実施してもらうことができています。

Q1

「おなかを満たす」ということにこだわりを持たれている理由は？

食べることは共通の話題になるからです。また、料理に不慣れな男性介護者が作る料理は栄養が偏りがちにな

るため、花花で食事をとってもらうことで栄養をカバーしつつ、家でできる簡単なメニューの作り方を教えて自分

でもできるようにしてもらっています。上手に作れた際は、SNSで連絡をもらえると嬉しいですね。沖縄出身なの

で、にんじんしりしりなども教えたりしています。

Q2

参加するときのお約束事はありますか？

小規模で開催しているため、トイレや散歩など本人のサポートは介護者がするという約束で参加してもらっています。

実際に、食後の散歩も介護者が付き添って、終わったら話をしに戻ってくる、というような感じで実施できています。

Q3

渡辺さんにとって「認知症カフェ」とは？

私は介護者に注目していて、介護者の介護力を高めることが当事者本人を癒すことにつながるようにした

いです。認知症カフェは、家族を癒して、本人を癒す場所です。

Q4

オレンジカフェ
花花  
　

みんなが同じ場所で、安心して話すことができるのは

カフェならではです。「認知症の課題を我がこととして、

できることを共にしよう」という言葉を大切にしています。

認知症カフェに
かかわる方への
メッセージ

はな はな

おなかを満たし、こころも満たす場所 栄区

体操、お話、歌、食事
ボランティアの方による食事作りや
男性介護者へのレシピの伝授

活動内容例

開催場所

開催日時

参加者

スタッフ

参加費

花かご
毎月第2日曜日　11:00~15:00
３～4組のご夫婦

５人程度（ボランティア）

500円(食事代)



本誌は市内の認知症カフェの活動紹介を通じて、運営のヒントにしていただくために作成しまし

た。令和４年度に発行する際、掲載を希望される場合は裏面記載の問合わせ先にご連絡をお願い

します。

※掲載のご希望をされても、紙面等の都合で掲載できない場合があります。あらかじめご了承ください。

掲載のご希望について

横浜市からのお知らせ

市内の認知症カフェの一覧
横浜市　認知症カフェの一覧 検索

市内には100か所を超えるカフェが、地域ケアプラザ、

介護事業所、自治会館・集会場などさまざまな場所で運営

されています。認知症の本人やその家族が地域の人や専門家

と相互に情報を共有し、お互いを理解し合う場となって

います。認知症カフェの運営支援として認知症カフェの

立ち上げ研修やフォローアップ研修を実施しています。

notice

1 認知症カフェの取組

notice

2
認知症サポーターキャラバンに
ついて

サポーターキャラバン事業
横浜市　サポーターキャラバン 検索

認知症サポーターキャラバンでは認知症に関する正しい

知識をもって、地域や職域で認知症の本人や家族を手助け

する認知症サポーターを養成しています。活動を希望する

認知症サポーターやキャラバン・メイトと、ボランティアを

必要とする運営団体とのマッチングを行うWEB掲示板を

開設しています。ボランティア募集などにぜひご活用

ください。

　若年性認知症支援コーディネーターは、当事者やその家族からの

様々な相談に応じ、サポートを行う身近な相談員です。

　相談の中で当事者からは「自分ができることを通じて誰かの役に立

ちたい」「気軽に参加できる居場所が欲しい」という声をよく聞きます。

認知症カフェは、そのような声を形にできる貴重な場所のひとつです。

横浜市若年性認知症支援コーディネーター

問い合わせ：横浜市総合保健医療センター診療所(総合相談室) 
TEL:045-475-0105(直通) 受付時間:月~金曜日 9時~16時(祝日、年末年始除く) 
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